
お 知 ら せ 

平成 30年 1月 9日 

福 岡 管 区 気 象 台 

 

気象教室「九州の天気は遠くの天気が決める？」（1月21日）のお知らせ 

 

 
 

日々の天気の変化、季節ごとの天候、さらには地球温暖化のような長期的な気候変

動などはいずれも地球大気の複雑な動きによってもたらされています。日本列島はユ

ーラシア大陸と太平洋の間の中緯度に位置し、世界的に見ても特に気象の変化が複雑

で大きくなっており、これが四季を生み豊かな自然を生み出しています。 

 

 今回の気象教室では、大きなスケールの大気の動きに着目して、九州の天気が決ま

る仕組みや、これを知るために重要なデータについて、専門家にお話していただきま

す。 

 
講演の概要、会場へのアクセス案内など詳しくは気象学会九州支部のホームページ

をご覧ください。（http://msj-kyushu.jp/ または｢気象学会九州支部｣で検索） 

 
＜問い合わせ先＞  福岡管区気象台 気象防災部 防災調査課 

  電話：092-725-3614  （担当：長谷川、横山） 

第17回気象教室 

「九州の天気は遠くの天気が決める?」 
高野 清治氏 （福岡管区気象台、元・気象研究所長） 

｢どうして２週間より先の予報ができる？ －客観解析と季節予報－｣ 

伊藤 久徳氏 （福岡市科学館長、九州大学名誉教授） 
  ｢九州の空気 はどこからやってくる？｣ 

 

日時：平成30年1月21日（日）14.00～16.30 （1３.30開場） 

場所：福岡市科学館（福岡市中央区六本松） 

主催：日本気象学会九州支部、福岡管区気象台、日本気象予報士会西部支部 

共催：福岡科学館 

http://msj-kyushu.jp/

